
指標 

（厚労省共通指標・DPC 指標）

Process

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子

A)分母のうち肺血栓塞栓症の予防対策（弾性ストッキングの着用、間歇的空

気圧迫装置の利用、抗凝固療法のいずれか、または２つ以上）が実施され

た患者数 

B)分母のうち肺血栓塞栓症を発症した患者数 

分母 肺血栓塞栓症発症のリスクレベルが「中」以上の手術を施行した退院患者数
リスクレベルが中以上の手術（肺血栓塞栓症/深部

静脈血栓症の予防ガイドラインによる） 

収集

期間

調整

方法

31 手術ありの患者の肺血栓塞栓症 

周術期の肺血栓塞栓症の予防行為の実施は、発生率を下げることにつながる 

31A    最小値 75.00  25％値 86.21   中央値 93.97    75％値 96.67    最大値 100.00 

31B    最小値 0.00  25％値 0.00    中央値0.00      75％値0.00      最大値 0.00 

回答病院  36施設（分母≧1） 2021年1月～3月までのデータを収集。4月以降は終了。 

31Aは、経年的変化はほとんど見られず、高値を維持できています。 

31Bは、肺塞栓症が発生した施設数（分子≧1）＝3（2021年度＝13）、症例数は各1例（2021年度 0～9症例）

指標値は分母の規模に左右されており、改善度の評価は困難です。今回は例年の1/4の期間のデータ収集。 

1％以上となった施設はゼロでした（2021年度は3施設）。 

Ａ）手術ありの患者の肺血栓塞栓症
の予防対策の実施率 
Ｂ）手術ありの患者の肺血栓塞栓症
の発生率 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

2022年間数値報告 

考察・分析 

改善・運用事例など  


















